
【万
葉
古
代
学
研
究
所
嚢
報
】

平
成
二
十
二
年
度

二
月

五
日

新
春
万
葉
歌
留
多
大
会
に
て
､
竹
本
晃
主
任
研
究
員

(以
下
､

竹
本
研
究
員
と
略
す
)
と
曹
味
梅
主
任
研
究
員

(以
下
'
曹

研
究
員
と
略
す
)
が
審
判
長
を
務
め
る
｡

二
月

九
日

大
阪
府
錠
前
技
術
者
防
犯
協
力
会
に
て
､
井
上
さ
や
か
主
任

研
究
員

(以
下
､
井
上
研
究
員
と
略
す
)
が

｢万
葉
集
が
語

り
か
け
て
く
る
心
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
月

二

日

日
本
風
景
街
道

｢
ま
ほ
ろ
ば
｣
連
絡
協
議
会
主
催
の

｢
風
景

街
道
ま
は
ろ
ば
語
り
部
ツ
ア
ー
｣
第
九
回
で
､
竹
本
研
究
員

が

｢上
ツ
道
と
阿
倍
山
田
道
｣
と
題
し
て
講
義
｡

二
月

一
二
日

第
三
八
回
研
究
所
講
座
で
､
曹
研
究
員
が

｢
『
万
葉
集
』
の

社
交
歌
-
中
国
少
数
民
族
の
歌
文
化
か
ら
考
え
る
1
｣
と
題

し
て
講
演
｡

二
月

一
九
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
に
お
い
て
､
井
上
研
究

員
が

｢万
葉
集
の
基
礎
知
識
｣
の
講
師
を
務
め
る
｡

二
月
二
〇
日

万
葉
文
化
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
実
地
研
修
Ⅱ
に
お
い
て
､

竹
本
研
究
員
と
曹
研
究
員
が
実
地
研
修
の
講
師
を
務
め
る
｡

二
月
二

一
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(上
)

一
三

一
～

一
四
〇
番
歌
①

(歴
史
学
か
ら
)｣

を
講
義
｡

二
月
二
四
日

ソ
フ
ィ
ア
堺
主
催
の
連
続
講
座

｢
は
じ
め
て
の
万
葉
集
｣
で
､

井
上
研
究
員
が

｢古
代
の
堺
と
万
葉
集
｣
を
講
義
｡

二
月
二
六
日

第
三
九
回
研
究
所
講
座
で
､
上
野
誠
副
所
長

(以
下
'
上
野

副
所
長
と
略
す
)
が

｢遣
唐
使
と
万
葉
集
｣
と
題
し
て
講
演
｡

二
月
二
七
日

日
本
風
景
街
道

｢
ま
は
ろ
ば
｣
連
絡
協
議
会
主
催
の

｢風
景

街
道
ま
ほ
ろ
ば
語
り
部
ツ
ア
ー
｣
第
十
回
で
､
竹
本
研
究
員

が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

三
月

三
日

ソ
フ
ィ
ア
堺
主
催
の
連
続
講
座

｢
は
じ
め
て
の
万
葉
集
｣
で
､

曹
研
究
員
が

｢古
代
日
本
の
歌
垣
｣
を
講
義
｡

三
月

五
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
虞
知
夫
万
葉
古

代
学
研
究
所
長

(以
下
'
寺
川
所
長
と
略
す
)
が

｢須
佐
之

男
命
の
乱
暴
と
天
の
石
屋
隠
り
｣
を
講
義
｡

三
月

一
〇
日

ソ
フ
ィ
ア
堺
主
催
の
連
続
講
座

｢
は
じ
め
て
の
万
葉
集
｣
で
､

竹
本
研
究
員
が

｢万
葉
集
の
本
を
読
む
前
に
｣
を
講
義
｡

三
月

二

一日

第
四
〇
回
研
究
所
講
座
で
､
井
上
研
究
員
が

｢黄
葉
と
は
何

か
-
万
葉
歌
と
墨
書
土
器
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

三
月

一
八
日

奈
良
県

｢記
紀

･
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
の
推
進
チ
ー
ム
会

議
に
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡
同
委
員
会
に
同
席
｡

三
月
二
〇
日

両
槻
会
定
例
講
座
に
て
'
井
上
研
究
員
が

｢飛
鳥
と
万
葉
集
｣

と
題
し
て
講
演
｡
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三
月
二
一
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
曹
研
究
員
が

｢巻
二

の
世
界

(上
)

二
二
一
～
一
四
〇
番
歌
②

(文
学
か
ら
)
｣

を
講
義
｡

三
月
二
六
日

第
四

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢埴
安
池
考
｣
を
講
演
｡

三
月
二
八
日

第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢『
万
葉
集
』
と
歌
木
簡
-
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
-
｣
(代

表

･
多
田
伊
織
皇
学
館
大
学
講
師

･
研
究
員
)の
第
四
回
共

同
研
究
会
を
開
催
｡

三
月
二
九
日

N
H
K
学
園
主
催
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

｢万
葉
の
ふ
る
さ
と
を

訪
ね
て
｣
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が
同
題
目
に
て
講
演
｡

三
月
三

一
日

曹
研
究
員
が
離
任
｡

平
成
二
十
三
年
度

四
月

一
日

小
倉
久
美
子
研
究
員

(以
下
､
小
倉
研
究
員
と
略
す
)
が
着

任
｡

四
月

八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

一
回
)
を
講
義
｡

四
月

一
一
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢須
佐

之
男
命
の
八
俣
遠
呂
智
退
治
｣
を
講
義
｡

四
月

一
五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
二
回
)
を
講
義
｡

四
月

一
八
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)

一
四

一
～
一
四
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

四
月
二
二
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
I
I
万
葉
文
化
論
I
｣
(第
≡
回
)
を
講
義
｡

四
月
二
三
日

第
八
四
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
講
座

｢記
紀
万
葉

ウ

ォ

ー
ク
①
山
の
辺
の
道
に

『記
紀
』
を
た
ず
ね
て
｣
で
'

井
上
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

五
月

六
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡

五
月

一
三
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
五
回
)
を
講
義
｡

五
月

一
四
日

第
四
二
回
研
究
所
講
座
で
'
寺
川
所
長

(同
志
社
女
子
大
学

特
任
教
授
)
が

｢額
田
王
に
つ
い
て
｣
と
題
し
て
講
演
｡

五
月

一
六
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)

一
四
七
～
一
五
五
番
歌
｣
を
講
義
｡

五
月
二
〇
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡

五
月
二
七
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
七
回
)
を
講
義
｡
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五
月
二
九
日

関
西
詩
人
協
会
主
催
の

｢飛
鳥

･
万
葉
の
旅
｣
に
お
い
て
､

井
上
研
究
員
が
同
題
で
講
義
｡

六
月

三
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
八
回
)
を
講
義
｡

六
月

一
〇
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

六
月

一
一
日

第
四
三
回
研
究
所
講
座
で
､
高
橋
文
二
氏

(駒
津
大
学
名
誉

教
授
)
が

｢源
氏
物
語
の
風
景
描
写
と
万
葉
集
の
叙
景
｣
と

題
し
て
講
演
｡

六
月

二
二
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢八
上

比
亮
へ
の
妻
間
と
稲
羽
素
菟
｣
を
講
義
｡

六
月

一
七
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

一
〇
回
)
を
講
義
｡

六
月
二
〇
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
小
倉
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)

一
五
六
～
一
六
二
番
歌
｣
を
講
義
｡

六
月
二
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅰ
-
万
葉
文
化
論
I
｣
(第

二

回
)
を
講
義
｡

七
月

一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

二

一回
)
を
講
義
｡

七
月

三
日

美
夫
君
志
会
全
国
大
会
で
､
井
上
研
究
員
が

｢『
海
辺
望
月

作
歌
』
と

『関
山
月
』｣
と
題
し
て
研
究
発
表
｡

七
月

五
日

第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢『
万
葉
集
』
と
歌
木
簡
-
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
-
｣
(代

表

･
多
田
伊
織
京
都
大
学
人
文
研
究
所
研
究
員
)の
第

一
回

共
同
研
究
会
を
開
催
｡

記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
チ
ー
ム
会
議
が
奈
良
県
文
化

会
館
に
て
開
催
さ
れ
'
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

七
月

八
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
I
｣
(第

二
二
回
)
を
講
義
｡

七
月

一
〇
日

記
紀
万
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
首
都
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
､
井

上
研
究
員
が
出
席
｡

七
月

一
五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
1
-
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

一
四
回
)
を
実
施
｡

奈
良
県
教
育
研
究
所

平
成
二
十
三
年
度
学
校
教
育
番
組

｢国
語
教
材
｣
第

一
回
専
門
委
員
会
に
竹
本
研
究
員
が
専
門

委
員
と
し
て
出
席
｡

七
月

一
六
日

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
会

｢
日
記
の
総
合

的
研
究
｣
(於
､
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
で
､
小

倉
研
究
員
が

｢『
万
葉
集
』
に
お
け
る
日
付
の
役
割
｣
と
題

し
て
研
究
報
告
｡
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七
月

一
七
日

七
月

一
八
日

陳
馨
奈
良
県
海
外
技
術
研
修
員
が
着
任
｡

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣.
で
､
井
上
研
究
員
が



｢巻
二
の
世
界

(下
)

一
六
三

～
一
六
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
I
｣
の
第

l
回
研
究
会
を
開
催
｡
今
後
の
研
究
計
画

に
つ
い
て
検
討
｡

七
月
二
四
日

第
四
四
回
研
究
所
講
座
で
､
河
上
邦
彦
氏

(神
戸
山
手
大
学

教
授
)
が

｢飛
鳥
の
遺
跡
と
万
葉
集
｣
と
題
し
て
講
演
｡

七
月
二
八
日

奈
良
県
教
育
研
究
所
主
催
の

｢奈
良
の
素
材
を
生
か
し
た
国

語
の
授
業
づ
-
り
研
修
講
座
｣
で
､
上
野
副
所
長
が

｢今
求

め
ら
れ
る
古
典
教
育
と
は
｣
､
井
上
研
究
員
が

｢古
文
を
楽

し
-
教
え
る
ー

『
万
葉
集
』
を
例
に
-
｣
と
題
し
て
講
義
､

竹
本
研
究
員
が
館
内
視
察
を
引
率
｡

七
月
二
九
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
竹
本
研
究
員
が
講
師
を
務
め

る
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
I
I
万
葉
文
化
論
-
｣
(第

一
五
回
)
を
実
施
｡

七
月
三
〇
日

夏
休
み
子
ど
も
万
葉
教
室
で
､
小
倉
研
究
員
が
講
師
を
務
め

る

｡
東
ア
ジ
ア
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
N
A
R
A
s
I
A
未
来
塾
で
､

井
上
研
究
員
と
竹
本
研
究
員
が
館
内
視
察
を
引
率
｡

八
月

六
日

万
葉
文
化
館

｢七
夕
祭
り
｣
に
て
､
上
野
副
所
長
が
万
葉
ト
ー

ク
を
実
施
｡

八
月

七
日

第

二
二
回
東
京
講
座
と
し
て
､
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
に
お
い
て

井
上
研
究
員
が

｢飛
鳥
の
潜
在
力
-
文
学
と
歴
史
-
｣
を
講

演
｡

八
月

八
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢大
穴

牟
遅
神
と
根
之
堅
州
国
訪
問
と
国
作
｣
を
講
義
｡

八
月
二
〇
日

第
四
五
回
研
究
所
講
座
で
､
木
下
武
司
氏

(帝
京
大
学
教
授
)

が

｢万
葉
植
物
再
考
-
万
葉
人
の
目
線
で
植
物
を
観
る
-
｣

と
題
し
て
講
演
｡

一
〇
周
年
記
念

｢
『文
学
と
歴
史
』
展
-
万
葉
文
化
館
蔵
古

典
籍
展
-
｣
を
､
展
示
棟
地
下

一
階
に
て
開
催

(九
月
二
五

日
ま
で
)
｡
館
職
員
お
よ
び
館
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を

対
象
と
し
た
説
明
会
で
､
井
上
研
究
員
､
竹
本
研
究
員
､
小

倉
研
究
員
が
展
示
概
要
に
つ
い
て
講
義
｡

八
月
二
〇
～
二
二
日

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
催

で
､
二
〇
一
一
年
度
若
手
研
究
者
支
援
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

｢古
事
記
と
高
菜
集
｣
を
開
催
｡
二

一
日
に
万
葉
文
化
館
企

画
展
示
室
に
お
い
て
､
奥
村
悦
三
氏

(奈
良
女
子
大
学
教
授
)､

乾
幸
彦
氏

(関
西
大
学
教
授
)
'
榎
本
福
寿
氏

(俳
教
大
学

教
授
)
､
内
田
賢
徳
氏

(京
都
大
学
大
学
院
教
授
)
に
よ
る

公
開
講
演
会
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
｡
二
〇
日
は
奈

良
女
子
大
学
で
万
葉
語
学
文
学
研
究
会
共
催
の
研
究
発
表
会
､
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二
二
日
は
踏
査
が
開
催
さ
れ
た
｡

八
月
二
二
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)

一
六
七
～
一
九
三
番
歌
｣
を
講
義
｡

八
月
二
六
日

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の

｢飛
鳥
楽
校
｣
(祝
戸
荘
)
で
､

井
上
研
究
員
が

｢万
葉
集
を
学
ぼ
う
｣
と
題
し
て
講
義
｡

八
月
三

一
日

奈
良
県
教
育
研
究
所

平
成
二
十
三
年
度
学
校
教
育
番
組

｢国
語
教
材
｣
第
二
回
専
門
委
員
会
に
井
上

･
竹
本
研
究
員

が
専
門
委
員
と
し
て
出
席
し
､
井
上
研
究
員
が

｢教
科
書
掲

載
の
万
葉
歌
に
つ
い
て
｣
､
竹
本
研
究
員
が

｢奈
良
県
に
あ

る
漢
字
資
料
｣
を
報
告
｡

九
月

一
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
二
回
研
究
会
を
開
催
｡
基
礎
資
料
と
し
て
､

井
上
研
究
員
が

｢飛
鳥
に
関
連
す
る
万
葉
歌
｣
を
､
竹
本
研

究
員
が

｢古
代
飛
鳥
関
係
の
基
礎
資
料
｣
を
そ
れ
ぞ
れ
報
告
｡

犬
飼
公
之
前
宮
城
女
学
院
大
学
教
授
が

｢始
祖

･
天
武
と
明

日
香
-
日
本
と
朝
鮮
｣
に
つ
い
て
報
告
｡

九
月

二
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
三
回
研
究
会
を
開
催
｡
招
聴
講
師
と
し
て

和
田
草
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
が

｢明
日
香
村
の
古
代
史
｣

に
つ
い
て
講
義
｡
台
風
の
影
響
で
予
定
さ
れ
て
い
た
明
日
香

村
内
史
跡
踏
査
を
中
止
｡
辰
巳
和
弘
前
同
志
社
大
学
教
授
が

｢百
校
槻
と
古
代
王
権
｣
を
報
告
｡

九
月

六
日

｢『文
学
と
歴
史
』
展
I
万
葉
文
化
館
蔵
古
典
籍
展
-
｣
の

展
示
品

(
一
部
)
を
展
示
替
え
｡

九
月

九
日

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の

｢飛
鳥
版
科
挙
｣
問
題
作
成
委

員
会
に
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

九
月

一
〇
日

第
四
六
回
研
究
所
講
座
で
､
品
田
悦

一
氏

(東
京
大
学
大
学

院
准
教
授
)
が

｢昭
和
初
期
の
万
葉
ブ
ー
ム
を
め
ぐ
っ
て

ー
国
民
歌
人
斎
藤
茂
吉
の
誕
生
-
｣
と
題
し
て
講
演
｡

九
月

一
二
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
小
倉
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)

一
九
四
～
一
九
八
番
歌
｣
を
講
義
｡

九
月
二
三
日

第
八
六
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
講
座

･
十
周
年
記

念
企
画

｢初
秋
の
明
日
香
を
満
喫
す
る
旅
｣
で
､
寺
川
所
長

が

｢記
紀
万
葉
の
明
か
り
｣
を
講
義
｡

九
月
二
四
日

第
八
六
回
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
友
の
会
講
座

･
十
周
年
記

念
企
画

｢初
秋
の
明
日
香
を
満
喫
す
る
旅
｣
で
､
小
倉
研
究

員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

九
月
二
五
日

第
八
回
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢万
葉
集
と
民
族
学
｣
を
開
催
｡

後
藤
明

(南
山
大
学
教
授
)
主
宰
の
第
五
回
委
託
共
同
研
究

｢
万
葉
の
深
層
を
探
る
エ
ス
ノ
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
的
研
究
-

と
-
に
海
洋
伝
承
を
中
心
に
-
｣
(平
成
二

一
･
二
二
年
度

実
施
)
の
成
果
報
告
と
し
て
実
施
｡
寺
川
所
長
に
よ
る
開
催
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挨
拶
の
後
､
｢
は
じ
め
に
｣
と
し
て
後
藤
明

(南
山
大
学
教

授
)
よ
り
第
五
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
委
託
共
同
研
究
の
概

要
説
明
､
｢第
1
部

万
葉
世
界
の
海
と
山
'
生
と
死
｣
と

し
て

｢海
か
ら
見
た
万
葉
の
景
観
｣
石
村
智
､
｢山
の
景
観

と
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
｣
大
西
秀
之
､
｢海
と
墓
-
瀬
戸
内
と
南

島
を
例
に
1
｣
角
南
聡

一
郎
､
｢葬
送
船
の
記
憶
｣
探
揮
芳

樹
､
｢第
-
部

万
葉
世
界
の
食
と
植
物
｣
と
し
て

｢稲
作

を
め
ぐ
る
万
葉
集
の
景
観
｣
細
谷
葵
､
｢古
代
の
ヒ
レ
と
手

巾

(テ
ィ
サ
ー
ジ
)｣
東
村
純
子
､
｢万
葉
集
に
お
け
る
水
と

飲
料
の
文
化
｣
木
村
栄
美
､
｢第
-
部

万
葉
世
界
の
動
物

た
ち
｣
と
し
て

｢
ウ
-
ガ
メ
に
ま
つ
わ
る
報
恩
説
話
と
禁
忌

伝
承
｣
藤
井
弘
章
､
｢守
護
神
と
し
て
の
サ
メ
に
か
ん
す
る

伝
承
｣
辻
貴
志
､
が
報
告
さ
れ
た
｡
そ
の
後
､
｢
コ
メ
ン
ト

と
討
論
｣
も
実
施
さ
れ
た
｡

九
月
三
〇
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第

一
回
)
を
講
義
｡

一〇
月

三
日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢大
国

主
命
と
沼
河
比
責

･
須
勢
理
毘
売
命
｣
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第

一
回
)
を
講
義
｡

一〇
月

七
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
二
回
)
を
講
義
｡

N
P
O
法
人
か
な
え
会
主
催
の
講
座
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢飛
鳥
を
歩
-
｣
を
講
義
｡

一
〇
月

一
〇
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
1
｣
(第
二
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

一
四
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
≡
回
)
を
講
義
｡

登
美
ケ
丘
南
公
民
館
主
催
の
講
座

｢大
和
の
万
葉
歌
碑
を
め

ぐ
る
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢歌
碑
の
位
置
と
万
葉
歌
本
文
｣

と
題
し
て
講
演
｡

一
〇
月

一
七
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)

一
九
九

～
二
〇
二
番
歌
｣
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
三
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月

一
八
日

奈
良
県
教
育
研
究
所

平
成
二
十
三
年
度
学
校
教
育
番
組

｢国
語
教
材
｣
第
三
回
専
門
委
員
会
に
竹
本
研
究
員
が
専
門

委
員
と
し
て
出
席
し
､
｢古
代
の
漢
字
史
料
｣
を
報
告
｡

財
団
法
人
神
奈
川
韓
国
綜
合
教
育
院
主
催
の

｢
コ
リ
ア
ン
カ

ル
チ
ャ
ー
サ
ロ
ン
二
〇
二

｣
で
'
神
奈
川
韓
国
会
館
に
て

井
上
研
究
員
が

｢万
葉
集
の
世
界
認
識
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一〇
月
二
〇
日

竹
本
研
究
員
が
､
N
H
K

｢
日
曜
美
術
館
｣
の
取
材
対
応
お
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よ
び
館
内
視
察
を
引
率
｡

一
〇
月
二
一
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月
二
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
I
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
四
回
)
を
講
義
｡

一
〇
月
二
八
日

東
京
都
中
央
区
主
催
の

｢記
紀
万
葉
講
座
｣
で
､
井
上
研
究

が

｢記
紀

･
万
葉
の
愉
し
み
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
〇
月
二
九
日

第

一
四
回
東
京
講
座
と
し
て
､
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
に
お
い
て

寺
川
所
長
が

｢天
武
天
皇
と
古
事
記
｣
を
講
演
｡

一〇
月
三
〇
日

第
四
七
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
講
座
で
､
竹
本
研
究
員
が

｢木
簡
と
万
葉
古
代
学
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
〇
月
三

一
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
I
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
五
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

四
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
五
回
)
を
講
義
｡

N
P
O
法
人
か
な
え
会
主
催
の
講
座
で
､
竹
本
研
究
員
が
櫓

隈
地
域
の
遺
跡
の
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

一
一月
六
日

万
葉
文
化
館

｢大
飛
鳥
展
｣
記
念
講
演

｢大
い
な
る
飛
鳥
｣

で
､
寺
川
所
長
が

｢古
代
飛
鳥
の
景
観
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
一月
七
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
竹
本
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)
二
〇
三
～
二
〇
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

一
一月
八
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の
明
日
香
学
講
座
で
､
井
上
研
究

員
が

｢明
日
香
と
万
葉
集
-

一
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
一月
九
日

テ
レ
ビ
大
阪

｢
お
と
な
旅
あ
る
き
旅
｣
の
番
組
撮
影
に
際
し

て
､
井
上
研
究
員
が
取
材
対
応
お
よ
び
館
内
案
内

(十
二
月

三
日
放
送
)0

一
一
月

一
一
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

一
二
日

友
の
会
主
催

｢記
紀
万
葉
ウ
ォ
ー
ク
②

万
葉
の
忍
坂
か
ら

隠
口
の
初
瀬
へ
｣
で
､
竹
本
研
究
員
が
引
率
講
師
を
務
め
る
0

一
一
月

一
四
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-

｣
(第
六
回
)
を
講
義
｡

一
一
月

一
五
日

奈
良
芸
術
短
期
大
学
主
催
の
明
日
香
学
講
座
で
､
井
上
研
究

員
が

｢明
日
香
と
万
葉
集
-
二
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
一
月

一
七
日

奈
良
県
観
光
見
本
市
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
､
井
上
研
究
員

が

｢記
紀
万
葉
コ
ー
ス
‥
-
古
事
記
完
成

一
三
〇
〇
年
-
古

事
記
が
語
り
､
そ
し
て
歌
う
図

･
う
る
わ
し
き
ゃ
ま
と
へ
｣

の
引
率
講
師
を
務
め
る
｡

一
一
月
二
〇
日

企
画
展
示
室
で
､
万
葉
古
代
学
研
究
所

一
〇
周
年
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢世
界
で
考
え
る
万
葉
集
｣
を
開
催
｡
基
調
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講
演
と
し
て
､
劉
雨
珍
氏

(南
開
大
学
教
授
)
が

｢中
国
語

圏
か
ら
の
視
点

‥
万
葉
集
と
中
国
文
化
｣
を
､
李
斯
淑
氏

(東
義
大
学
校
教
授
)
が

｢韓
国
語
圏
か
ら
の
視
点

‥
韓
国

で
考
え
る
万
葉
集
｣
を
､
ロ
ー
ベ
ル
ト

･
ヴ
ィ
ッ
ト
カ
ン
プ

氏

(関
西
大
学
教
授
)
が

｢独
語
圏
か
ら
の
視
点

‥
万
葉
集

に
お
け
る
記
憶
詩
歌
-
文
化
研
究
か
ら
の
試
み
｣
を
､
ジ
ェ

イ
ス
ン
･
ウ
ェ
ッ
ブ
氏

(オ
レ
ゴ
ン
大
学
助
教
授
)
が

｢英

語
圏
か
ら
の
視
点

‥
『
万
葉
集
』
と

『
懐
風
藻
』
の
間
-
大

三
輪
高
市
麻
呂
を
中
心
に
｣
を
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
後
､
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
｡
井
上
研
究
員
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
｡

一
一
月
二

一
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
七
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
'
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
七
回
)
を
講
義
｡

一
一
月
二
五
日

一
一
月
二
六
日

第
三
回

｢
N
A
R
A
万
葉
世
界
賞
｣
審
査
会
を
実
施
｡

城
西
国
際
大
学
附
属
水
田
美
術
館
主
催
の

｢城
西
国
際
大
学

創
立
二
〇
周
年
記
念

･
描
か
れ
た
万
葉
の
世
界
-
近
代
日
本

画
に
み
る
古
代
へ
の
憧
れ
-
｣
関
連
企
画
講
演
会
で
'
井
上

研
究
員
が

｢万
葉
歌
の
ま
な
ざ
し
-
飛
鳥

･
奈
良
の
風
景
-
｣

と
題
し
て
講
演
｡

二

月
二
八
日

実
業
印
刷
発
行
の
雑
誌

『
ま
ほ
ろ
び
す
と
』
｢古
代
を
感
じ

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
｣
コ
ー
ナ
ー
で
､
井
上
研
究
員
が
取
材
対

応

(創
刊
号
､

一
月
二
八
日
発
行
)0

奈
良
新
聞
の
記
紀
万
葉
に
関
す
る
取
材
に
井
上
研
究
員
が
対

応

(
一
月

一
日
号
掲
載
)0

一
一
月
二
九
日

第
六
回
委
託
共
同
研
究

｢『
万
葉
集
』
と
歌
木
簡
-
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
詩
歌
の
場
と
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
展
開
-
｣
(代

表

･
多
田
伊
織
京
都
大
学
人
文
研
究
所
研
究
員
)の
第
二
回

共
同
研
究
会
を
開
催
｡

古
都
飛
鳥
保
存
財
団
主
催
の

｢飛
鳥
版
科
挙
｣
実
施
報
告
会

に
､
井
上
研
究
員
が
出
席
｡

一
二
月

二
日

奈
良
県
立
居
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
八
回
)
を
講
義
｡

一
二
月

四
日

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
平
成
二
十
三
年
度
冬
季
大
会

(於
､

大
分
大
学
)
で
'
小
倉
研
究
員
が

｢平
安
前
期
に
お
け
る
挽

歌
の
位
相
｣
と
題
し
て
研
究
報
告
｡

一
二
月

五
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
八
回
)
を
講
義
｡

二

一月

九
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

一
二
月

一
〇
日

第
四
八
回
研
究
所
講
座
で
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
歌
は
季
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節
を
ど
う
表
現
し
た
か
｣
と
題
し
て
講
演
｡

一
二
月

二

一日

友
の
会
共
催

｢古
事
記
を
よ
む
｣
で
､
寺
川
所
長
が

｢大
国

主
命
と
少
名
毘
古
那
命

･
大
物
主
神
｣
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
I
｣
(第
九
回
)
を
講
義
｡

二

一月

一
六
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
回
)
を
講
義
｡

一
二
月

一
八
日

第

一
五
回
東
京
講
座
と
し
て
､
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
に
お
い
て

竹
本
研
究
員
が

｢柿
本
人
麻
呂
と
石
見
｣
を
講
演
｡

二

一月

一
九
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
'
小
倉
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)
二
〇
七
～
二
一
六
番
歌
｣
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十
回
)
を
講
義
｡

一
二
月
二
五
日

関
西
テ
レ
ビ

｢よ
～
い
ド
ン
!
｣
の

｢自
画
自
賛
旅
し
お
り
｣

で
､
小
倉
研
究
員
が
館
内
を
案
内

(
一
月
二
〇
日
放
送
)0

一
月

六
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十

一
回
)
を
講
義
｡

一
月

八
日

第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
四
回
研
究
会
を
開
催
｡
高
橋
孝
信
東
京
大

学
大
学
院
教
授
が

｢詩
作
の
場
､
発
表
の
場
｣
に
つ
い
て
報

告
､
招
聴
講
師
と
し
て
亀
田
修

一
岡
山
理
科
大
学
教
授
が

｢百
済
か
ら
飛
鳥
へ
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

一
月

九
日

.第
四
回
主
宰
共
同
研
究

｢飛
鳥
か
ら
の
発
信
-
万
葉
古
代
学

の
地
平
-
｣
の
第
五
回
研
究
会
を
開
催
｡
辰
巳
和
弘
前
同
志

社
大
学
教
授
が

｢古
代
王
宮
の
景
観
論
｣
を
報
告
｡
招
聴
講

師
と
し
て
山
本
彰
大
阪
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
調
査

第

一
グ
ル
ー
プ
補
佐
が

｢河
内
飛
鳥
｣
に
つ
い
て
講
義
｡

一
月

一
四
日

万
葉
文
化
館
友
の
会
主
催
の
講
座
で
､
陳
馨
海
外
研
修
員
が

｢巨
木
伝
承
の
探
究
-

『
風
土
記
』
を
中
心
に
｣
を
報
告
､

そ
の
後
､
陳
海
外
研
修
員
と
井
上
研
究
員
に
よ
る
対
談
を
実

施
｡

一
月

一
六
日

友
の
会
共
催

｢万
葉
集
を
よ
む
｣
で
､
井
上
研
究
員
が

｢巻

二
の
世
界

(下
)
二

一
七
～
二
二
二
番
歌
｣
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十

一
回
)
を
講

義
｡
陳
馨
海
外
研
修
員
が
離
任
｡

一
月
二
〇
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
二
回
)
を
講
義
｡

一
月
二
一
日

第

一
六
回
東
京
講
座
と
し
て
､
奈
良
ま
は
ろ
ば
館
に
お
い
て

上
野
副
所
長
が

｢三
笠
山
の
月
｣
を
講
演
｡

一
月
二
二
日

第
四
九
回
研
究
所
講
座
で
､
上
野
副
所
長
が

｢白
川
静
の
万
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薬
学
｣
と
題
し
て
講
演
｡

美
夫
君
志
会
の

｢万
葉
集
の
自
然

･
景
観

･
風
土
｣
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
い
て
'
井
上
研
究
員
が

｢自
然
観
と
季
節
表
現
｣

を
報
告
｡

一
月
二
三
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
三
回
)
を
講
義
｡

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
-
｣
(第
十
二
回
)
を
講

義
｡

一
月
二
五
日

奈
良
県
立
大
学
主
催

｢
や
ま
と
ま
は
ろ
ば
学
｣
講
座
に
お
い

て
､
井
上
研
究
員
が

｢奈
良
の
文
化
-
万
葉
の
世
界
-
｣
と

題
し
て
講
義
｡

一
月
二
七
日

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
寺
川
所
長
が

｢古
典
文
学

に
み
え
る
病
気
と
治
療
｣
と
題
し
て
特
別
講
義
の
講
師
を
務

め
る
｡

奈
良
県
立
医
科
大
学
に
お
い
て
､
井
上
研
究
員
が

｢万
葉
の

文
学
と
奈
良
文
化
｣
(第
十
四
回
)
を
講
義
｡

一
月
二
九
日

日
本
画
展
示
室
で
の

｢新
春
の
万
葉
日
本
画
展
-
万
葉
こ
と

ば
あ
そ
び

万
葉
歌
留
多
-
｣
に
お
い
て
､
関
連
資
料
を
展

示

(三
月
二
五
日
ま
で
)｡

一
月
三
〇
日

奈
良
県
立
大
学
に
お
い
て
､
竹
本
研
究
員
が

｢地
域
創
造
学

特
別
講
義
Ⅱ
-
日
本
古
代
史
研
究
I
｣
(第
十
三
回
)
を
講

義
｡

※
肩
書
き

･
題
目
な
ど
は
､
す
べ
て
当
時
の
も
の
｡
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専
任
研
究
員
の
お
も
な
業
績

(平
成
二
十
三
年
二
月
～
平
成
二
十
四
年

一
月
)

井
上

さ
や
か

[研
究
論
文
]

O
｢『黄
葉
』
の
宴
-
万
葉
歌
と
墨
書
土
器
の
あ
い
だ
-
｣
(｢万
葉
古
代
学
研
究

所
年
報
｣
九
号
)
平
成
二
十
三
年
三
月

O
｢『万
葉
集
』
に
お
け
る

｢旅
｣
-

｢関
山
月
｣
の
和
化
に
つ
い
て
-
｣

(｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
｣
九
号
)
平
成
二
十
三
年
三
月

[研
究
発
表
]

O
｢『海
辺
望
月
作
歌
』
と

『関
山
月
』｣
(美
夫
君
志
会
全
国
大
会
)
平
成
二
十

三
年
七
月

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢
万
葉
集
の
自
然

･
景
観

･
風
土
｣
(美
夫
君
志
会

一
月
例

会
)
平
成
二
十
四
年

一
月

[そ
の
他
]

O
｢話
の
み
な
も
と

万
葉
の
旅
｣
連
載

(｢
日
本
教
育
｣
平
成
二
十
三
年
二
月

号

～
平
成
二
十
四
年

一
月
号
)
平
成
二
十
三
年
二
月
～
平
成
二
十
四
年

一
月

O
｢
お
す
す
め
万
葉
歌
｣
(｢
よ
ろ
ず
は
｣
第
三
二
号
～
第
三
七
号
､
平
成
二
十

三
年
三
月
～
平
成
二
十
四
年

一
月
)

○
分
担
執
筆

｢『記
紀
神
話
』
神
名

･
伝
承

･
系
譜
事
典
｣
『
よ
-
わ
か
る
日
本

の
神
話
と
神
々
』
(新
人
物
往
来
社
)
平
成
二
十
三
年
三
月

O
｢記
紀
に
親
し
む

第

2
回

抄
本
毘
亮
の
選
択
｣
(｢県
民
だ
よ
り
奈
良
｣

七
月
号

〔第
三
〇
一
号
〕､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)､
平
成
二
十
三
年
七
月

○
【
特
集
ワ
イ
ド
】
古
事
記

･
日
本
書
紀

謎
の
神
々

｢
ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ
｣

(｢歴
史
読
本
｣
五
六
巻

一
一
号
､
新
人
物
往
来
社
)､
平
成
二
十
三
年
十

一
月

O
｢万
葉
集
を
訪
ね
て

第

4
回

石
上
布
留
の
神
杉
｣
(
｢県
民
だ
よ
り
奈
良
｣

十
二
月
号

〔第
三
〇
六
号
〕､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)'
平
成
二
十
三
年
十
二

月
O
｢記
紀
に
親
し
む

第

-
回

三
輪
山
の
伝
説
｣
(
｢県
民
だ
よ
り
奈
良
｣

一
月
号

〔第
三
〇
七
号
〕､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)'
平
成
二
十
四
年

一
月

竹
本

晃

[研
究
論
文
]

O
｢『
万
葉
集
』
に
み
え
る
石
川
郎
女
に
つ
い
て
｣
(
｢万
葉
古
代
学
研
究
所
年

報
｣
九
号
)､
平
成
二
十
三
年
三
月

O
｢平
城
京
と
家
と
の
往
還
に
お
け
る
宮
人
の
意
識
｣
(
｢万
葉
古
代
学
研
究
所

年
報
｣
九
号
)'
平
成
二
十
三
年
三
月

O
｢記
紀
に
み
え
る
古
代
氏
族
｣
(
『伊
賀
市
史
』
第

一
巻
､
通
史
編
､
古
代
中

世
)､
平
成
二
十
三
年
三
月

O
｢
日
本
木
簡
資
料
的
検
索
方
法
｣
(
｢唐
都
学
刊
｣
二
〇
二

年
第
二
十
七
巻

第
五
期
[総

一
二
五
期
])､
平
成
二
十
三
年
九
月

[そ
の
他
]
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O
｢研
究
者
と
し
て
の
特
殊
技
術
｣
(｢市
大
日
本
史
｣

一
四
号
)'
平
成
二
十
三

年
五
月

O
｢
【特
集
ワ
イ
ド
】
古
代
豪
族
の
ル
ー
ツ
と
末
商

･
阿
倍
氏
｣
(｢歴
史
読
本
｣

五
六
巻
八
号
'
新
人
物
往
来
社
)､
平
成
二
十
三
年
八
月

O
｢万
葉
集
を
訪
ね
て

第
-
回

二
上
山
と
大
伯
皇
女
｣
(県
民
だ
よ
り
奈
良

十
月
号

〔第
三
〇
四
号
〕､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)'
平
成
二
十
三
年
十
月

O
｢万
葉
集
を
訪
ね
て

第
4
回

墨
江
中
王

(墨
江
之
中
津
王
)
事
件
｣
(県
民

だ
よ
り
奈
良

十

一
月
号

〔第
三
〇
五
号
〕
､
奈
良
県
広
報
広
聴
課
)
'
平
成

二
十
三
年
十

一
月

○
展
示
内
容
紹
介

(｢
よ
ろ
ず
は
｣
第
三
二
号

･
三
月
､
第
三
四
号

･
平
成
二

十
三
年
八
月
､
第
三
六
号

･
平
成
二
三
年
十

一
月
)

力
を
さ
ぐ
る
二
二
｣)､
平
成
二
十
三
年

一
一
月

O
｢『
万
葉
集
』
は
良
い
歌
?
悪
い
歌
?
｣
(
｢万
葉
図
書

･
情
報
室
だ
よ
り
｣

第
三

一
号
)'
平
成
二
十
三
年
十

一
月

○
展
示
内
容
紹
介

(｢
よ
ろ
ず
は
｣
第
三
三
号

･
平
成
二
十
三
年
七
月
､
第
三

五
号

･
平
成
二
十
三
年
十
月
､
第
三
七
号

･
平
成
二
十
三
年

一
月
)
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小
倉
久
美
子

[研
究
発
表
]

O
｢『
万
葉
集
』
に
お
け
る
日
付
の
役
割
｣
(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共

同
研
究
会
)､
平
成
二
十
三
年
七
月

O
｢平
安
前
期
に
お
け
る
挽
歌
の
位
相
｣
(全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
平
成
二
十

三
年
度
冬
季
大
会
)､
平
成
二
十
三
年
十
二
月

[そ
の
他
]

O
r｢壱
師
の
花
｣
の
謎
｣
(友
の
会
報

｢天
飛
ぶ
｣
第
三

一
号

｢
万
葉
歌
の
魅



万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報

(第

一
号

～
第
九
号
)
目
次

■
第

一
号

(
二

〇
〇
三
年
三
月
)

創
刊
に
あ
た

っ
て

近
江
荒
都
歌

古
代
に
お
け
る
原
と
山
野

『
万
葉
集
』
編
纂
資
料
に
つ
い
て
の

一
考
察

｢物
色
｣
の
倭
製

大
伴
旅
人
の

｢
讃
酒
歌
｣
に
お
け
る
猿
に
つ
い
て

日
本
琴
の
歌

壬
申
の

｢乱
｣
と
万
葉
集

平
成

一
四
年
度
海
外
研
修
員
研
修
報
告

研
究
所
嚢
報

中
西

進

寺
川
虞
知
夫

寺
川
虞
知
夫

松
尾

光

松
田

信
彦

井
上
さ
や
か

｢
秋
芽
子
｣
の
形
成

上
田
秋
成
の
憶
良
論

(報
告
)

平
成

一
五
年
度
海
外
研
修
員
研
修
報
告

研
究
所
嚢
報

井
上
さ
や
か

勾

艶
軍

勾

艶
軍

劉加
藤

金
井
=
コ
等

雨
珍

静
雄

清

一

雨
珍

■
第
二
号

(
二

〇
〇
四
年
三
月
)

(論
文
)

日
向
神
話
の
設
定

初
期
万
葉
挽
歌
と
遊
離
魂
感
覚

山
部
と
山
守
部

日
本
書
紀
編
纂
に
つ
い
て
の

一
疑
問

寺
川
最
知
夫

上
野

誠

松
尾

光

松
田

信
彦

■
第
三
号

(
二

〇
〇
五
年
三
月
)

(個
人
論
文
)

旅
人
の
讃
酒
歌
I
理
と
情
-

出
雲
市
青
木
遺
跡
の
出
土
木
簡
に
つ
い
て

天
皇
即
位
表
現
か
ら
見
た
日
本
書
紀
本
文
の

一
側
面

上
代
語
嚢
と
し
て
の

｢
し
ぐ
れ
｣

｢
梧
桐
日
本
琴

一
面
｣
の
趣
旨
-
文
人
の
処
世
観
を
中
心
に

(報
告
)

平
成

一
六
年
度
海
外
研
修
員
研
修
報
告

研
究
所
嚢
報

(共
同
研
究
報
告
)

第

一
回
万
葉
古
代
学
研
究
所
主
宰
共
同
研
究
報
告

総
論
/

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
万
葉
集
Ⅰ

寺
川
最
知
夫

松
尾

光

松
田

信
彦

井
上
さ
や
か
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寺
川
最
知
夫

各
論
/
万
葉
研
究
の
視
点
か
ら
/

『
万
葉
集
』
の
宴
を
題
詞
に
も
つ
歌
寺
川
最
知
夫



万
葉
研
究
の
視
点
か
ら
/
万
葉
歌
に
お
け
る
古
代
の
発
想
と
表
現

井
上
さ
や
か

古
代
歌
謡
の
視
点
か
ら
/
古
代
歌
謡
に
お
け
る
短
歌
形
式
の

一
側
面

松

田

信
彦

古
代
文
化
の
視
点
か
ら
/

『
万
葉
集
』
の
ヤ
ク
を

ユ
ー
ラ
シ
ア
文
化
の

南
イ
ン
ド
文
学
の
視
点
か
ら
/
タ
ミ
ル
古
代
恋
愛
文
学
の
奥
書
の
起
源

高
橋

孝
信

モ
ン
ゴ
ル
文
学
の
視
点
か
ら
/
モ
ン
ゴ
ル
の
口
承
文
芸

中
で
考
え
る

内
藤

磐

-
特
色
と
問
題
点
-

原
山

ロ
シ
ア
文
字
の
視
点
か
ら
/
キ

エ
フ

･
ル
ー
シ

(中
世

ロ
シ
ア
)

け
る
文
学
の
発
生

栗
原

蛙
に
お

成
郎

南
島
文
化
の
視
点
か
ら
/
奄
美
大
和
村
八
月
歌
儀
礼
的
曲
目田

畑

千
秋

日
本
民
俗
学
の
視
点
か
ら
/
日
本
民
俗
学
の
研
究
領
域
拡
大
-

新
し
い

共
同
研
究
の
前
提

上
野

誠

日
本
考
古
学
の
視
点
か
ら
/
神
仙
思
想
の
伝
来
と
倭
化

辰

巳

和
弘

日
本
古
代
史
の
視
点
か
ら
/
宴
の
場
の
成
立

松
尾

光

韓
国
文
化
の
視
点
か
ら
/
韓
国
の
盛
歌
と
詩
歌
の
詩
律
と
民
謡
の
音
律

オ
リ
エ
ン
ト
の
視
点
か
ら
/
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
神
話
と
文
学

月
本

昭
男

神
話
学
の
視
点
か
ら
/
異
界
の
神
話
学

-
海
の
異
界
を
中
心
に
-

松
村

一
男

中
日
比
較
文
学
の
視
点
か
ら
/
楽
府
詩
と

『
万
葉
集
』

中
日
比
較
文
学
の
視
点
か
ら
/
敦
燈
の
歌
辞

金劉王

■
第
四
号

(
二

〇
〇
六
年
三
月
)

(個
人
研
究
)

日
本
に
お
け
る
舎
利
伝
承
の
展
開
-
敏
達
紀
か
ら

『
今
昔
物
語
集
』
ま
で
-

寺
川
最
知
夫
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中
国
文
学
の
視
点
か
ら
/
万
葉
集
に
お
け
る
叙
事
大
歌
の
形
成

I
中
国
西
南
少
数
民
族
の
大
歌
と
の
関
係
か
ら
-

辰
巳

正
明

唐
津
市
中
原
遺
跡
出
土
の
成
人
木
簡
に
つ
い
て

松
尾

推
古
紀
二
十
年
正
月
条
の
置
酒
の
宴
と
上
寿
歌
に
関
す
る
二
､
三
の
疑
い

台
湾
文
化
の
視
点
か
ら
/
歌
を
規
制
す
る
眼
差
し

1
台
湾
ヤ
ミ
族
の
神
の
歌

タ
イ
文
学
の
視
点
か
ら
/
タ
イ
の
民
間
歌
謡
な
ど

皆
川

隆

一

岩
城
雄
次
郎

景
物
と
し
て
の
〟

鳴
く
鹿

″
-
詠
物
歌
と
物
色
の
倭
製
-

中
国
に
お
け
る

『
万
葉
集
』
の
翻
訳

(報
告
)

松
田

信
彦

井
上
さ
や
か



平
成

一
七
年
度
海
外
研
修
員
研
修
報
告

研
究
所
嚢
報

(共
同
研
究
)

万
葉
古
代
学
研
究
所
第

一
回
委
託
共
同
研
究
報
告

総
論
/
奈
良
県
に
お
け
る
万
葉
古
代
学
関
連
研
究
の
史
的
研
究

大
和
に
お
け
る
御
田
植
祭
の
系
譜

武
藤

康
弘

万
葉
歌
に
詠
ま
れ
た
山
-
そ
の
景
観
認
識
を
め
ぐ
る
覚
書
-
出
田

和
久

坂
本

信
幸

各
論
/
近
世
期
に
お
け
る
万
葉
研
究

下
河
辺
長
流

の
万
葉
研
究坂
本

信
幸

本
居
宣
長
の
大
和
I

『
菅
笠
日
記
』
と

『
古
事
記
伝
』
(プ
レ
万
葉
の

旅
と
し
て
)
-

橋
本

雅
之

『
高
菜
集
古
義
』
の
故
地
研
究

毛
利

正
守

大
和
名
所
図
会
の
万
葉
歌
-
万
葉
地
理
研
究
前
史
と
し
て
-
乾

善
彦

大
井
重
二
郎
氏
の
万
葉
地
理
研
究
と
そ
の
功
績

影
山

尚
之

辰
巳
利
文
氏
の
活
動
に
つ
い
て
-
奈
良
県
に
お
け
る
大
正
期
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け
て
の
万
葉
地
理
研
究
-

垣
見

修
司

豊
田
八
十
代
の
万
葉
地
理
研
究

井
ノ
ロ

史

奈
良
女
子
師
範
の
万
葉
研
究
-

徳
田
浄
の
研
究
-

坂
本

信
幸

古
代
史
研
究
と

『
万
葉
集
』
-

奈
良
県
関
係
者

の
研
究
史
ノ

ー
ト
ー

舘
野

和
己

■
第
五
号

(
二

〇
〇
七
年
三
月
)

(個
人
論
文
)

タ
カ
-
ム
ス
ヒ

･
ア
マ
テ
ラ
ス

･
伊
勢
神
宮
-
皇
祖
神
の
変
化
の
意
味
す
る
も

の
-

寺
川
虞
知
夫

大
伴
坂
上
郎
女
と
大
伴
駿
河
麻
呂
の
贈
答
歌
-

｢
怨
み
｣
を
め
ぐ
る
表
現
の
特

性
と
内
実
と
-

上
野

万
葉
八
九
四
番
歌
の
言
霊
に
つ
い
て

松
尾

景
行
天
皇
紀
､
時
人
の
歌

(紀
二
四
番
歌
謡
)
に
つ
い
て
の

一
考
察
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北
浦
定
政
と
地
名
研
究

岩
本

次
郎

｢
春
草
｣
と

ハ
ル
ク
サ
ー
季
名
を
冠
す
る
物
色

の
倭
製
-

『
万
葉
集
』
と

『
芸
文
類
衆
』
に
お
け
る
詠
雪
詩
歌
の
比
較

(報
告
)

平
成

一
八
年
度
海
外
研
修
員
研
修
報
告

研
究
所
嚢
報

(共
同
研
究
報
告
)

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
二
回
委
託
共
同
研
究
報
告

阿
騎
野
と
宇
智
野
-

『
万
葉
集
』
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
I

松
田

信
彦

井
上
さ
や
か

孫

立
春

孫

立
春

梶

川

信
行



山
上
憶
良
の
処
方
等
-
都
市
平
城
の
病
-

東

茂
美

女
性
歌
人
た
ち
の
地
名
表
現
-

平
城
京
を
中
心
に
-

野
口

恵
子

｢
行
巻
｣
と
し
て
の
万
葉
集
-
平
城
京
の
官
僚
社
会
と
文
学
の
相
関
性
に
つ
い

て
ー

西
地

貴
子

庭
園
宴
遊
と

｢自
然
｣
詠
と
-
大
伴
家
持

｢布
勢
水
海
遊
覧
｣
歌
群
の

l
考
察
I

裕
史

大
伴
家
持
と
越
前

･
越
中
の
在
地
社
会
-
家
持
の
墾
田
を
め
ぐ

っ
て
-
中
村

順
昭

大
伴
家
持
と
平
城
京
の
政
界
-
政
治
権
力
の
動
向
を
中
心
と
し
て
-木
本

好
信

歌
の
国
々
-
万
葉
集
歌
と
催
馬
楽
と
-

藤
原

茂
樹

平
城
京
の
仏
教
-
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
文
学
の

｢
場
｣
と

｢
体
系
｣
-

戒
中
し
の
ぶ

天
の
声
を
聞
-
耳
の
た
め
に
-

日
本
古
代
音
楽
の
間
隙
-

中
国
に
お
け
る
万
葉
集
研
究

(
一
九
七
八
年
～
二

〇
〇
七
年
)

(報
告
)

平
成

一
九
年
度
海
外
研
修
員
研
修
報
告

研
究
所
嚢
報

(共
同
研
究
報
告
)

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
二
回
主
宰
共
同
研
究
報
告

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
二
回
主
宰
共
同
研
究
総
論

華

寺
川
最
知
夫

高
市
皇
子
挽
歌
諦
詠
の
場
と
儀
式
-
憶
良
の
日
本
挽
歌
を
参
考
に
-寺

川
最
知
夫

死
者

へ
の
歌

･
死
者
か
ら
の
歌
-

『
万
葉
集
』
『文
選
』
の
挽
歌
の
作
中
主
体
-

井
上
さ
や
か

-171-

『
第
六
号

(
二

〇
〇
八
年
三
月
)

(個
人
論
文
)

沈
痛
自
哀
文
と
患
文

和
泉
監

･
芳
野
監
の
呼
称
に
つ
い
て

寺
川
虞
知
夫

松
尾

光

｢
日
晩
｣
と
い
う
表
語
-
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
万
葉
歌
の
位
置
を
探
る
た
め

に
-

井
上
さ
や
か

允
恭
天
皇
紀
に
み
る
訓
注
の

一
機
能
-
闘
鶏
国
造
の
人
物
造
形
と
関
わ
ら
せ
て
ー

万
葉
挽
歌
詠
の
作
者
と
場

日
本
書
紀
の
葬
送
記
事
か
ら
見
た
日
本
古
代
の
葬
送
儀
礼

う
た
と
い
の
り
-
万
葉
集
と
聖
地
の
宗
教
学
-

松
尾
松
田

鎌

田

ア
イ
ヌ
の
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
-
死
亡
か
ら
湯
潅
ま
で
の
流
れ
-
藤
村

中
国
朝
鮮
族
の
葬
送
儀
礼

李

守
夜
の
哀
歌
-
柿
本
人
麿
の
日
並
皇
子
演
宮
挽
歌
の
形
成
-

辰

巳

モ
ン
ゴ
ル
の
葬
送
儀
礼

藤
井

プ
ラ
ム
は

｢雑
歌
｣
か
-
タ
ミ
ル
古
代
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
分
け
-
高
橋

光
信
彦
東
二

久
和岩

正
明
麻
湖

孝
信



海
彼
世
界

へ
の
魂
の
旅
-
オ

ー
ス
ト

ロ
ネ
シ
ア

(南
島
)
語
族
に
お
け
る
死
者

の
島
の
諸
相
-

後
藤

『
指
輪
物
語
』
に
お
け
る

｢
死
｣
の
心
象
風
景
-
墳
墓

･
船
葬

･
塚
人
-

辺
見

明

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
委
託
共
同
研
究
報
告

序

文

共
同
研
究

｢
万
葉
集
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
ヤ
マ
ト
の
信
仰
的
世
界

う
た
と
い
の
り
-
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
考
え
る
-

万
葉
古
代
学
に
お
け
る
比
較
研
究
の
覚
書

観
I
二
上
山
地
域
を
視
座
と
し
て
1
｣
に
つ
い
て

第

一
部

ヤ

マ
ト
と
二
上
山
地
域

万
葉
歌
に
み
る
ヤ

マ
ト

ヤ

マ
ト
の
西
と
東
-
古
道
.に
み
る
二
上
山
地
域
-

〔附
論
〕
『
死
者
の
書
』
が
描
い
た
二
上
山

大

石

泰
夫

城
崎

陽
子

渡
部

修

■
第
七
号

(
二

〇
〇
九
年
三
月
)

(個
人
論
文
)

野
見
宿
禰
の
埴
輪
創
出
伝
承

寺
川
虞
知
夫

古
代
東
ア
ジ
ア
の
相
関
関
係
-
万
葉
歌
に
お
け
る
地
名
表
現
か
ら
-井

上
さ
や
か

豊
後
国
風
土
記

･
大
分
郡
に
み
る
地
名
起
源
の
方
法
-
古
風
土
記
に
み
る
詠
嘆

の
助
字

｢哉
｣

･

｢
乎
｣
の
検
討
か
ら
-

大
館

真
晴

万
葉
歌
木
簡

一
考
I
あ
さ
な
ぎ
木
簡
-

竹
本

渡
来
系
万
葉
歌
人
妙
観
の
苗
字
と
出
自
I

『
万
葉
集
』
と

『
続
日
本
紀
』

え
る
渡
来
人
に
つ
い
て
の

一
考
察
-

(報
告
)

平
成
二

〇
年
度
海
外
研
修
員
研
修
報
告

研
究
所
嚢
報

(共
同
研
究
報
告
)

葛

継
勇

水
分
神
社
の
祭
紀
と
信
仰
-
万
葉
集
の
成
立
基
盤
と
し
て
の
ヤ

マ
ト

の
信
仰
的
世
界
観
-

二
上
山
と
大
津
皇
子
の

｢
移
葬
｣

第
二
部

二
上
山
地
域
の
信
仰
と
伝
承

二
上
山
の
彼
方
-
嘗
麻
の
時
空
-

フ
タ
カ
ミ
の
伝
承

ダ
ケ
ノ
ポ
リ

･
オ
ン
ダ
の
信
仰
と
伝
承

二
上
山
山
麓
の
仏
教
民
俗

大

石

泰
夫

菊
池

義
裕

志
水

義
夫
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伊
藤

城
崎

陽
子

吉
川

祐
子

■
第
八
号

(
二

〇
一
〇
年
三
月
)

(個
人
論
文
)

狭
琴
嶋
の
石
中
死
人
を
視
て
作
る
歌

『
万
葉
集
』
と
欧
文
挿
絵
本
-
そ
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
-

寺
川
虞
知
夫

井
上
さ
や
か

｢
安
礼
衝
｣
と
永
続
性
-
藤
原
宮
御
井
歌
と
短
歌
を

つ
な
ぐ
も
の
1



竹
本

晃

万
葉
集
巻
頭
歌
の
形
成
-
中
国
採
桑
文
学
と
の
比
較
-

曹

憶
良
文
学
に
お
け
る
愛
と

『
論
語
』
-

｢仁
愛
｣
思
想
を
中
心
に
1

啄
梅

張

士
傑

(報
告
)

平
成
二

一
年
度
海
外
技
術
研
修
員
研
修
報
告
書

研
究
所
嚢
報

(共
同
研
究
報
告
)

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
四
回
委
託
共
同
研
究
報
告

万
葉
歌
と
奄
美
の
声
の
歌
と
の
比
較
研
究

張

士
傑

∫
第
九
号

(
二

〇
二

年
三
月
)

(個
人
論
文
)

｢黄
葉
｣
の
宴
-
万
葉
歌
と
墨
書
土
器
の
あ
い
だ
-

『
万
葉
集
』
に
み
え
る
石
川
郎
女
に
つ
い
て

宴
と
儀
礼
歌
-

巻

一
･
八
四
番
歌
の
解
釈
を
中
心
に
ー

万
葉
集
三
六
四

〇
番
歌
の
作
者
羽
栗
に
つ
い
て

(報
告
)

平
成
二
二
年
度
海
外
技
術
研
修
員
研
修
報
告
書

平
成
二
二
年
度
研
修
員
報
告
書

井
上
さ
や
か

竹
本

晃

曹

啄
梅

真
下

厚

敦

子

歌
垣
の
現
場
性
と
万
葉
恋
歌
の
観
念
性
-
証
人
と
し
て
の
他
者
と

｢
人
目
｣

｢
人
言
｣

乞
食
者
詠
と
八
重
山
の
ユ
ン
グ
ト
ゥ

対
唱
歌
の
力
学

口
頭
伝
承
の
な
か
で
う
た
を
書
-
と
い
う
こ
と

ロ
シ
ア
の
歌
文
化
と
掛
け
歌
の
タ
イ
ポ

ロ
ジ
ー
に
関
し
て

工
藤

隆

狩
俣

恵

一

岡
部

隆
志

手
塚

恵
子

研
究
所
嚢
報

(共
同
研
究
報
告
)

万
葉
古
代
学
研
究
所
第
三
回
主
宰
共
同
研
究
報
告

第
三
回
主
宰
共
同
研
究

｢
旅
と

『
万
葉
集
』
｣

寺
川
最
知
夫

ー173-

柿
本
人
麻
呂
の
旅
-
人
麻
呂
は
旅
に
お
い
て
風
土
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
か
ー

寺
川
虞
知
夫

エ
ル
マ
コ
-
ワ
･
リ

ユ
ド
ミ
ー
ラ

中
国
湖
南
省
苗
族
歌
文
化
調
査
報
告

中
国
湖
南
省
鳳
風
県
苗
族
女
性
シ
ャ
ー
マ
ン
聞
書

万
葉
び
と
の
小
さ
な
旅

上
野

『
万
葉
集
』
に
お
け
る

｢旅
｣
-

｢
関
山
月
｣
の
和
化
に
つ
い
て
-

平
城
京
と
家
と
の
往
還
に
お
け
る
官
人
の
意
識

李
朝
末
期
の
詩
人
金
笠
と
旅

井
上
さ
や
か

竹
本

晃

曹

味
梅



ア
メ
リ
カ
南
部
の
歌
謡
に
お
け
る

｢旅
｣

鴻
夢
龍

『
山
歌
』
と
妓
女

グ
リ
ム
童
話
に
お
け
る
旅

旅
は
憂
い
も
の
-
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
-

菅
女
研
究
拾
遺

船
の
旅
化
粧

古
代
タ
ミ
ル
の
塩
の
道

死
者
の
旅
-
天
上
楽
土
と
指
路
経
に
つ
い
て
-

遍
歴
す
る
聖
と
琵
琶
法
師

｢
盤
王
大
歌
｣
-
旅
す
る
祖
先
-

大
伴
家
持
の
春
巡
行
と
立
山
の
景

奈
良
時
代
前
後
の
行
旅
者
に
つ
い
て

ウ

ェ
ッ
ブ

･
ジ

ェ
イ
ス
ン

大
木

康

加
藤

耕
義

神
崎

宣
武

グ
ロ
ー
マ
-
･
ジ

ェ
ラ
ル
ド

後
藤

高
橋
辰
巳

兵
藤

明
孝
信

正
明
裕
己

鹿
田

律
子

藤
田
富
士
夫

松
尾

光
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日
本
宗
教
に
お
け
る
旅
の
類
型
と
相
関
-
宗
教
民
俗
学
の
立
場
か
ら
-

宮
家

準

(報
告
)

N
A
R
A
万
葉
世
界
賞




